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SUT1mary

Alotofresearchesonthedeskandthechairhavebeenperfbrmed，buttheresearchonthematching

betweenthemeasurementofchildisbodｙａｎｄｔｈｅｄｅｓｋａｎｄｔｈｅｃｈａｉｒｉｎｃｌａｓｓｒoomisscarcelydone

Thepurposeofthispaperistoinvestigatethechangeinchildren1sconscmusnessandtiredfeelmg
bychangemdif【brencebetweentheheightofdesksandseatsur企cesinclassroom・
Theresultsobtamedaresummarizedａｓ：

1）ThechildrenfblttheheightofthedesksatplustwolevelinJapaneselndustrialStandardjust

good,Thisstatemeansthediffbrencebetweentheheightofdesksandseatsurfacesissixcentimeters
higherthanapropersize、Andthechndrenalsofblttheheightofthedesksatminusonelevelin
JIStoolowThisstatemeansthediffbrencebetweentheheightofdesksandseatsurfacesisthree

centimeterslowerthanapropersize

2）TheheightofthedesksatplustwolevelmJISandheightofallthesaｍｅsecondsizeweregood
evaluationshomtheconsciousnessinvestigatio､，suchaslikeanddislike，pleasantnessandun‐

pleasantness，tiredfbeling，andeasinessofgroupactivity、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，theheightofthe
desksatminusonelevelwerebadevaluations

3）ManyofchildrenwantedhigherdesksthantheoneoftheJIShomtheviewpointofconsciousness
andtiredfbeling、Inotherwords，thechildrenwantedthebiggerdiEferencebetweentheheightof
desksandseatsurfacesthanthepropersiｚｅｉｎＪＩＳ．

本報告の一部は，日本産業技術教育学会第47回全国大会（2004年，岡山市）において発表した。
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UnivcrsityoftbeRyukyus,Okinawa903-0213.e-mail：fUkudah＠cdu・u-lyukyuac・jｐ

＊ｌ

＊２

－４１－



琉球大学教育学部紀要第６６集

1．緒言 に合ったものが配分され使用されなければ，その

意義は大きく失われることになる。学校の教師側

がこのことについてあまり意識していない点が，

これまでの実態調査等の報告２－７）の中でも指摘

されている。また，机と椅子の号数の異なる組み

合わせのものが多く使用されており，納入時のま

まの状態や，以前使われていたままの状態で，机．

椅子の高さを身体に合うように調整しないまま使

用しているという問題点も指摘されている。

机と椅子は，児童・生徒の学習や活動と密接な

関わりをもつため,身体に不適合な家具の使用は，

前述のように背骨をｓ字形に保つ補助具として機

能せずに苦痛感・疲労感を与えるばかりでなく，
学習能率・健康・発育を阻害することにもつなが

る。したがって，児童・生徒が個別に適切なサイ

ズの机・椅子を使用できるように教育環境を整備

していくことが必要である。一方で，ＪＩＳ規格に

よって高さを正しく設定した机・椅子は，子ども

たちから低すぎるという声が多く出されていると

大迫は1986年に報告8）している。また，福田らの

2000年と2002年の実態調査７．９）でも，ＪＩＳ規格

の適正値で設定された机・椅子よりも高さの高い

机と椅子が子どもたちから望まれていた。小学校

から高等学校において，高さが高すぎる机．椅子

が配分されている実態であるにもかかわらず，児

童・生徒はそれよりも高めの机・椅子を好むとい

う現状があり，これには学習活動内容の変化や視

力近視者の増加等の時代的な影響を合わせて分析

していく必要がある。また，現代の児童・生徒の

体形の変化と関連づけてＪＩＳ規格を再考していく
必要がある。

そこで本研究では，上記の事項をさらに検証す

るために，机・椅子を設計する際に重要な寸法で

ある「差尺（机の高さと座面の高さの差)」に着目

した。机の高さは，座骨結節点から上に向かって

測った甲板までの垂直距離である差尺と，座骨結

節点から下に向かって測った椅子の高さとの和で

表される。機能的に大事なのはこの差尺であり，
床から机の甲板までの総高さではない。これまで

この考え方がはっきりしていなかったために，学

校用机や事務用机等で，非常に高すぎるものが普

及してしまったと言われている'0)。それは，床か

らの高さが，机の高さを規定するものだという誤

人間は立った姿勢の方が自然で,座った時の姿

勢には無理がある。私たちは，立っていると苦し

いが，座れば楽になると無条件に信じているが，

それは必ずしも正しくない。座るためには骨盤を

後方へ回転させなければならないが，骨盤が回転

すると背骨の下端の仙骨も回転する。そのため，
背骨は長い進化の過程で得てきたＳ字形を保つこ

とができず，四脚動物の時代の時のようにアーチ

形に戻る。すなわち，座ることによって，背骨は

600万年前の四脚の時の形に戻ることになる｡座る

ことで内臓は圧迫され苦しくなり背骨に無理が

かかる。立っている時は下肢が疲れ．上体は自然

な状態であるが，座ることによって下肢は楽にな

り，上体には無理がかかる。座った姿勢にこのよ

うな無理があるとすれば，自然に戻してやるため

の何らかの補助具が必要となるが，その補助具が

椅子である')。座ることによる上体の無理を，ど

こまでゼロに近づけることができるかという補助

具が椅子である。そもそも，まず人間があって，

それに合った椅子を作り,．次に人間と椅子に適合

するように作業面と作業域が想定され．その後に

机を設計するという順序で作られなければならな

いが,学校現場では，学校で所持している机･椅子

を児童・生徒にあてがうことで，この問題を解決
しようとしている。

大内･加藤らの1972年から1974年の調査2-4〕に

よると．ＪＩＳ規格5)により適正値とされている机・

椅子の高さと，実際に子どもたちが使用している

机・椅子の高さの適合率は，小学校で約４％，中

学校で約15％とかなり低かった。1998年に1237名

の児童・生徒を対象にして，福田・小仙が行った

普通教室用机･椅子に関する実態調査6）では，小

学校の場合，机・椅子が共に適合している完全適

合率は，全体の５％と低い値を示し，また，中学

校においてもその完全適合率は９～37％と低い値

であった。さらに，2000年に1131名を対象にして，

福田が行った実態調査7）では．完全適合率が小学

校・中学校・高等学校で，それぞれ12％，１２％1

10％と低い値であった｡学校用家具のＪＩＳ規格は，

戦後からこれまで数回改正されているが，ＪＩＳ規

格が良いものに定められても．児童・生徒の身体

－４２－
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の身長から割り出したＪＩＳ規格による適正値の高

さに設定し，約１週間使用

(２次調査)児童の適正値の高さに設定した木製の

机・椅子を約２週間使用し,この期間中の１週間

後と２週間後にそれぞれアンケート調査を実施

(３次調査)椅子の高さは適正値の状態のままにし

て，机の高さだけを適正値より２号だけ高い値に

して約１週間

(４次調査)机の高さだけを適正値より１号だけ高

い値にして約１週間使用

（５次調査)机の高さだけを適正値より１号だけ低

い値にして約１週間使用

（６次調査)机の高さだけをＪＩＳ規格の２号にすべ

て設定して約１週間使用

（７次調査)机の高さを再び児童の適正値に戻して

約１週間使用

（８次調査)以前使用していたスチールパイブ製の

机・椅子に戻して，机・椅子の高さを適正値にし

て約1週間使用

なお，上記の各調査期間の最終日に授業観察と

アンケートによる意識調査をそれぞれ実施し，同

時に机・椅子の写真およびビデオ撮影を行った。

アンケート回収後は,パソコンでデータ処理をし，

分析を行った。

今回の調査では，机と椅子の材質が従来のス

チールパイプ製から木製に変わることで児童の意

識がどのように変化するのかを同時に調査してい

たため，２次調査から７次調査までは，木製の机.

解によるものである。そこで，この差尺を段階的

に変化させることで．児童の意識と姿勢がどのよ

うに変化し，身体のどの部位に疲労が現われるの

かを調査することにした。

2．調査方法

調査対象：琉球大学附属小学校６年１組計３８

名（男子19名．女子19名）

調査時期二2002年１０月１日から12月１３日まで

調査内容：

（１）アンケート調査内容

アンケートの調査は，机・椅子のそれぞれにつ

いて，「高さの感じ方｣．「好き嫌い｣，「快･不快｣，

｢疲労度｣，「運びやすさ｣．「グループ活動のしやす

さ]．「足の着き具合｣，「足の曲げ具合｣，「黒板の

見えやすさ」「姿勢の変化｣，「背中の曲がり具合」

等の観点で５件法のアンケートを実施した｡また．

座っているときに身体のどの部分に疲れを感じる

かについては．人体図の該当部分に印をつけても

らった。

（２）調査手順

調査手順をまとめたものを表１に示す。具体的な

手順は以下の通りであった。

(事前調査）９月中旬に，使用しているスチールパ

イプ製の机・椅子についてアンケート調査を実施

（これまで児童全員は２号サイズで使用）

（１次調査）スチールパイプ製の机･椅子を．児童

表１調査手順

机の高さ椅子の高さ差尺の差(c､）使用期間机･椅子の材質
スチール製く表２に示す＞＜表２に示す＞＜表３に示す＞４月から継続

1週間スチール製JIS適正値jlS適正値 ±０１

２ 木製2週間JIS適正値JIS適正値 ±0

木製３２号分高い JIS適正値プラス６１週間
木製４１号分高いjlS適正値プラス３１週間
木製5￣１号分低いjlS適正値マイナス３１週間
木製1週間６全て2号に統一jlS適正値
木製1週間７jlS適正値JIS適正値 ±0

1週間スチール製８jlS適正値jlS適正値 ±０

－４３－
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椅子を使用していた。この木製机・椅子は，図１

に示すヒノキクラフト社製の学童机セット（型式

K-DN-GAD）であり，ヒノキの集成材で作られてい

た。ただし，各部材の接合部はステンレス製ボル

トを使用し，集成材の表面は自然型の植物油脂性

無公害塗料のオイルを使用していた。一方，従来
から使用してきたスチールパイプ製の机･椅子は．

図２に示すように机天板と椅子座面および背板が

木製（械層合板）であり，その他の構成部材は鉄
製の丸パイプであった。また，天板にはメラミン

化粧板を使用し，脚の丸パイプはアクリル焼き付
け塗装を施してあった。また，高さ調整は。机と

椅子のそれぞれの脚軸中央部４箇所をボルト・

ナットで締付固定するタイプであり，1990年の
ＪＩＳ規格の寸法に合致している型式であった。ス

チールパイプ製の机・椅子と，今回新たに導入し

た木製の机・椅子は，いずれも児童の身体の成長
に合わせて高さの調節が可能な可動式であり。木
製の机では，1990年のＪＩＳ規格の２～８号，木製
の椅子では２～５号の高さに調節が可能なもので

あった。また，今回使用した木製の椅子は．座面

の傾斜角が０度．背もたれの傾斜角が100度であ

り，高木らの研究!i)で示されている筋活動が最小
となる値を満たしていた。

なお，1966年のＪＩＳ規格の改定では，大きめの

家具を子どもたちに配分しようとする従前の悪弊
を改善する目的から，号数の表示の順序を，大き

いサイズの号数が実際は小さくなるようにと逆方

向につけた経緯があるため１０)．適正値より２段階
高くすることは，号数を２号分だけ小さくするこ

とを意味しており，本論文ではこの混乱を避ける
ため，この設定を「プラス２段階」と呼ぶことに

する。同様に，適正値よりｌ段階低い（1号分だ

け号数が大きい）高さを，「マイナス１段階」と呼
ぶことにする。

図１木製の机･椅子

３．調査結果と考察

３．１調査クラスの机・椅子の使用状況

事前調査の際に，新学年になった時点（４月）に

各児童が自分に合う高さの机・椅子を選ぶことが

できたかどうかの回答を示したものが図３，学校
で４月から使用している机･椅子の高さを変化させ図２スチールパイプ製の机･椅子

－４４－



福田・池田・十場：学校住環境における家具と児童の身体寸法の適合

図４４月から机･椅子の高さを変化させた経験
の有無についての回答

図３４月に自分に合う高さの机･椅子を選定
できたかについての回答

３．２机・椅子と児童の号数の適合および差尺

の適合

配分されていた机・椅子と，身長から算出した

児童に必要な号数の構成割合の調査結果を表２に

示す。横軸には児童の身長から割り出した家具の

号数を表し，縦軸には学校で使用されていた机・

椅子の配分状況を表している。また，表の下側に

は児童の分布数（必要数）と，机と椅子のそれぞ

れの過不足数を示している。この表２は，例えば

４号の家具に適合する145～152ｃｍの身長の児童

は14名いるが，適正な配分を受けた者は対角線上

の灰色セル内の数（机０名，椅子２名）しかおら

ず、３号の椅子を使用している人が４名．２号の

机を使用している人が13名いることを表してい

る。児童の身長は机・椅子の必要数を見てもわか

るように正規分布的であるのに対し，机の配分分

布は児童の身長の分布よりも．適正値より１～２

号分だけ数値の小さい方へ移行し，椅子の配分分

布も適正値より１～３号分だけ数値の小さい方へ

移行していることがわかった。すなわち，児童に

対して１～３号分だけ大きいサイズの机・椅子が

配分されている傾向を示していた。机・椅子共に

適合していた者は０％で,机のみの適合率は13％，

椅子のみの適合率は21％であった。また，机は３

号が２名で．それ以外の児童には２号が与えられ

ており，これまでの過去の調査結果同様に，大き

いサイズの机・椅子が児童にあてがわれている現

状であった。特に，机の高さを２号に集中してそ

ろえている実態は，机を寄せてのグループ学習や

た経験の有無についての回答を示したものが図４

である。自分に合う高さのものを選ぶことができ

た児童は，全体の約４分の１にしかすぎない。こ

れは、以前その教室で使われていた机・椅子の高

さを，進級してきた児童の身長に合わせて調整せ

ず，そのまま継続して使用したため，このような

回答結果になったと思われる。また，高さを変化

させた経験がある児童は，全体のわずかに11％で

あった。高さの変え方がわからないという児童も

いたが，４月からすでに半年もその高さの机･椅子

を使用しているため．慣れなどが生じて，たとえ

適正値でない高さのものでも，自分に合っている

と感じてしまったためと考えられる。これを裏付

けるように，事前調査の段階で，机・椅子の高さ

についての感想を聞いたところ，図５に示すよう

に，机･椅子共に，「ちょうどよい」または［少し

低い」という回答が多く得られている。

人倣(人）
２５

０
５
０
５
０

２
－
１

低すぎる少し低いちょうどいい少し高い高すぎる

高さについての惑恕

図５４月から使用してきた机と椅子の高さに
ついての感想

－４５－
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表２机･椅子の号数別必要数と過不足数

表３４月から使用していた机･椅子の差尺と適正値の差尺との差

-４６－

1号 机

椅子
0

３

0

２

0

１

2号 机
椅子

３

１

６

３

1３

６

９

２

3号 机

椅子

０

１

１

１

１

４

０

３

4号 机

椅子
蕊鱗蕊
蕊霧蕊！

0

１

0

１

5号 机

椅子

0

１

6号 机
椅子

適正号数
1尺萱の身長

6号
1３１－１３８

5号
138-145

4号
145-152

3号
152-159

2号
159-166

1号
166-173

机 必要数

存在数

不足数
超過数

３

０

３

0

７

０

７

0

1４

０

1４

０

９

２

７

０

５

3６

0

3１

０

0

０

０

椅子 必要数

存在数
不足数
超過数

３

0

３

０

７

１

６

０

1４

４

１０

０

９

1５

０

６

５

１２

０

７

０

６

０

６

(+10ｃｍ）

(+9ｃｍ）

(+8ｃｍ）

１

(+7ｃｍ）

(+6ｃｍ） １ １

(+5ｃｍ） １ １

(+4ｃｍ） １ ４ １

(+3ｃｍ） ２ １ ６

(+2ｃｍ） ６ ３

(+1ｃｍ） ３ ２

(-1ｃｍ）

(－２ｃｍ） １

適正号数 6号 5号 4.
回

弓 3号 2号
児童の身■

□
1３１－１３８ 1３８－１４５ 1４５－１５２ 1５２－１５９ 1５９－１６６

差尺 24cｍ 25cｍ ２６ｃｍ 27cｍ 28cｍ
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３．３差尺の変化による机．椅子の高さに対す

る意識の変化

差尺を変化させた各段階における机の高さの感

じ方について，その平均値を示したものが図６，

椅子の高さの感じ方についてⅢその平均値を示し

たものが図７である。今回の調査では，横軸の最

初の「スチール製（調整なし)」を除き，それ以後

はすべて椅子の高さはそれぞれの児童の身長から

算出したＪＩＳ規格の適正値を継続して使用してい

るため．各児童の椅子の高さには変化が加えられ

ていない.しかしながら，図７では机の高さの変

化に影響を受けて，椅子の高さの感じ方も変化し

ていることがわかる。適正値より２段階高く設定

した時（適正値の差尺との差は＋６ｃｍ）に，机に

対しては高くなって「ちょうどいい」と感じる児

童が増えていたが，それとは反対に，椅子を低く

感じる児童が増えていた。一方で，適正値よりｌ

段階低く設定した時（適正値の差尺との差は－３

cm）に，机に対しては「低すぎる」と感じる生徒

が増え，椅子に対しても比較的低く感じる児童が

多いことがわかる。全体的に見れば，「ちょうどい

い」という高さを感じているのは，机の高さを全

員２号サイズに揃えた時と，適正値よりも２段階

給食時の会食を意識して統一されたと思われる

が,いずれも高さを自由に変えられる可動式の机・

椅子であることから，まずは各人に合った高さに

調整することが急務といえる。本来，児童に合っ

た椅子がまず作られ，その後に作業面・作業域や

差尺を考慮して机の高さが設計されるべき手順で

はあるが，実態はそれとは逆に，まず床からの共

通した高さとして児童全員に同じ机の高さが設定

され，その高さに子どもたちは自分の身体を合わ

せるように椅子の高さを選び取っている可能性が

ある。

４月から使用していた机・椅子の差尺とJIS規

格による適正値の差尺との差をまとめたものが表

３である。この両者の差が０ｃｍであった人（差尺

が適正値であった人）は，３８名中３人のみであり，

これは全体の８％であった｡机の95％が2号サイズ

で配分されている中で，比較的身長の高い子ども

たちは低い高さの（号数の大きい）椅子を選び取

り,比較的身長の低い子どもたちは高い高さの(号

数の小さい）椅子を選び取ることで，差尺を変化

させ,これに対応している傾向のあることが表２，

３から読み取れる。
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図７ 椅子の高さの感 じ方

高く設定した時であり，今回の条件設定の中で高

すぎるという反応はほとんど得られなかった。椅

子については，調整前の高さ（事前調査期間まで

使用していた高さ)を自分に合った高さだと感じ，

適正値またはそれよりも低い高さの机・椅子は低

いと感じられていることがわかった。すなわち，

児童は適正値より高さの高い机・椅子を希望して

おり，差尺の段階的変化からも，適正といわれて

いる差尺よりも大きいサイズが求められているこ

とがわかった。

今回の実験は，表２に示したように，そもそも

高めの机・椅子を長期に使用した後の実験でも

あったため，以前の高さに慣れてしまい，それに

適応することで今回の適正値を「低い」と判断し

たとも考えられるが，過去の実験結果６．７，９）で

も同様の結果が得られていることから,子どもた

ちが適正値より高い机・椅子を望む現状をさらに

分析していく必要がある。多くの学校で適正値よ

り高い机・椅子が配分されている状況が，まずそ

の原因を作り出していると思われ，さらに学習活

動の内容の変化や，視力近視者の増加等の時代的

な影響を合わせて今後さらに分析していく必要が
ある。

３．４観点別の机・椅子の高さに対する意識の

変化

差尺を変化させた各段階における「机の高さの

好き嫌い｣，「快・不快｣．「疲労度｣，「グループ活

動のしやすさ」についての平均値の変化は，前述

の図６の机の高さの感じ方の変化と，ほぼ同様の

結果を示した。すなわち，ＪＩＳ規格の２号サイズ

に全員統一した時と，適正値よりも２号分高く設

定した場合に，プラスのよい反応を示した。また，

机の高さをＪＩＳ規格の適正値より１号分低く設定

した場合に，上述の評価項目すべてにおいて最も

悪いマイナスの反応を示した。その一例として，

｢グループ活動のしやすさ」の結果を図８に示す。

全員２号サイズに統一したときに，グループ活動

がしやすいという回答が多くなり，机の高さを１

段階低くしたときにグループ活動がやりにくいと

いう回答が多く得られた。また，机の95％が2号サ

イズで配分されていた事前調査のときに,グルー

プ活動がしやすいという回答が多くなっていた。

机と椅子のそれぞれの「高さの感じ方｣，「好き

嫌い｣。「快・不快｣，「疲労度｣，「運びやすさ」の

観点別の回答について，机と椅子に対する意識の

相関関係を調べるために，ピアソンの相関係数を

求めるとⅡその値はそれぞ才'0.132.0.448,0.552,

－４８－
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（尺

とてもやりやすい

少しやりやすい

どちらでもない

少しやりにくい

とてもやりにくい

H、］巳！

醐週
瞳ＴＦ 圃泄

磯田

机の高さの変化

図８グループ活動のしやすさ

たものが図10であるが,図９と同様な変化を示し，

机の高さが適正値よりも低くなったことで，児童

は背中を曲げることでこれに対処し，自分自身で

も姿勢が悪くなったと認識していることがわか

る。

児童が着座時に頻繁にとる姿勢について，該当

する姿勢を複数回答してもらった結果が図11であ

る。「ほおづえをつく」，「ひじをつく｣，「足を前に

伸ばす」という姿勢が常に上位にあった。また，

机の高さを１段階低くした時に，「ほおづえをつ

く」や「足を前に伸ばす」という姿勢の変化で，

低くなった机に対処していることがわかる。｢椅子

を傾ける」という姿勢が大きな減少を示したのは，

適正値のスチール製から木製へ替わった時である

が，これは，スチール製の机･椅子の重量が，１

セット10.5kｇ（机7.0kg，椅子3.5kg）であるのに

対して，木製が１セット147kｇ（机10.0kg，椅子

4.7kg)であり，さらに椅子の脚先が傾けにくいデ

ザインであったことに起因している。この「椅子

を傾ける」という姿勢は，机の高さをl段階低くし

たときにも減少しているが，これは差尺が減少す

ることで，椅子を傾けられるような空間が減少し

たため，この行動が抑止されたと思われる。

0.540,0.782となり，「運びやすさ」において１％

水準で有意を示し，この観点で机と椅子に高い相

関があることがわかった。

また，これらの観点の間の相関関係を同様に調べ

てみると，ピアソンの相関係数の値は，「机の高さ

の感じ方」と「机の好き嫌い」でｑ９７０，「机の高

さの感じ方」と「机の快・不快」で0.903,「机の

高さの感じ方」と「疲労度」で0.945,「机の高さ

の感じ方」と「グループ活動のしやすさ」で0.939

を示し，それぞれ１％水準で有意となった。しか

し，「机の高さの感じ方」と「運びやすさ」の間に

ついては有意となる関係はみられなかった。すな

わち，「机の高さの感じ方」を中心に考えれば，「好

き嫌い｣，「快・不快｣，「疲労度｣，「グループ活動

のしやすさ」と高い相関があることがわかった。

３．５差尺の変化による児童の姿勢の変化

差尺を変化させることで。児童の姿勢がどのよ

うに変化するのかを示したものが図９である。姿

勢が「良くなった」と「悪くなった」の中位であ

る「どちらでもない」に，その平均値が表れてい

るが,机の高さを1段階低くした時に大きな変化を

示し，姿勢が悪くなったと多くの児童が回答して

いる。また，児童の背中の曲がり方の変化を示し

－４９－
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図１０児童の背中の曲がり方の変化

３．６授業観察による児童の姿勢の変化

調査対象となった38名の中で，身長が一番低い

児童，身長が一番高い児童，着座時の姿勢に特徴

がみられた４名の計6名を事前に選び,アンケート

調査を行った各調査期間の最終日に，この６名の

授業時の姿勢について観察を行った。授業観察は

分単位で行い，ｌ授業時間（45分）の中で図11に

示したような特徴的な姿勢が何回出現し，何分間

続いたのかを記録した。その結果，差尺が段階的

に変化しても，児童１人ひとりは，大きな姿勢変

－５０－
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児童の着座姿勢の変化図１１

高さを１段階低くした時にその割合は最小値を示

し．適正値の木製に替えた直後と，１段階高くし

た時，全員２号サイズにした時等に高い値を示し

た。木製の机・椅子の導入１週目と２週目では，

疲労なしの値が大きく変わっていることから，木

製に替えた直後の値は，新しい木製の机・椅子と

いうことで児童の気分が高揚し，心理的に疲れを

感じにくい状況にあったため．疲労なしの値が比

較的大きくなったと思われる。疲労部位別にみる

と，背筋に疲労を感じる児童が多く，特に机の高

さが－段階低くなったときに背筋に疲労を感じる

児童が多くなっていた。机と椅子の号数を同時に

変化させていった前報の結果9）でも，机･椅子の

高さを適正値よりｌ段階低くした場合，背中と首

に疲労を感じる児童が多かったため，今回の差尺

の変化でも同様の結果を示したといえる。すなわ

ち，机と椅子の高さの変化の，特に低いと感じる

高さに対して，子どもたちの多くは，図10に示し

たように背中を曲げることで対処し，図12に示し

たように背筋に多くの疲労を感じ，図11に示した

ようにほおづえをついたり，肘をついたりするこ

化を示すことはなく。その違いを見出すことはで

きなかった。例えば．肘をつくという姿勢が固定

化していた児童は，差尺が大きくなっても小さく

なっても，肘の位置をわずかに調整することでそ

の変化に対応していた。また，椅子を後ろに傾け

る姿勢が固定化していた児童は，差尺の変化では

なく，スチール製の机・椅子が木製に替わること

で，前述のように重さとデザイン等の変化によっ

て．この姿勢が出現しにくくなっていた。今回の

授業観察による姿勢の変化の確認においては，同

一の学習活動の再現確保が難しかったため，姿勢

をとった延べ時間数の単純な比較だけでは，差尺

による姿勢の変化を明らかにすることはできな

かった。

３．７疲れを感じた児童の割合の変化

差尺の変化による疲労部位の変化を図12に示

す。児童が疲労を強く感じた身体部位は複数回答

可で，右肩，左肩，首の後ろ，背筋，腰の５つに

分けて集計を行った。疲労を特に感じなかった児

童の割合を図中では折れ線で示しているが，机の
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机の高さの変化

図１２差尺の変化による疲労部位の変化

とで，その疲労を最小限にしようとしていること

がわかる。

机・椅子の号数が同時に１号分大きくなる（高

さが１号分低くなる）ことは，具体的には椅子の

高さが約20mm減少し,同時に机の高さが約30mm減

少することになる。そのため，号数が１号分大き

くなることは，差尺が１０ｍの距離で短くなり，そ

の距離で机が実質的に低くなり，学習者の目前か

ら机上面が遠ざかることを意味している。疲労部
位の上位が常に上半身の背中と首に集中している

ことから，1号分の高さの変化により10mm単位で

変化していく机の高さの変化を，子どもたちは背
中と首で主に調節して対応しているものと思われ

る。前述のように，「机の高さの感じ方」と「疲労

度｣の間のピアソンの相関係数の値が0.945と非常

に高い値を示したことから，ＪＩＳ規格で示す机の

高さの適正値よりもより高い机の高さ，換言すれ

ば。差尺の適正値よりもより大きい差尺値を子ど
もたちは希望しているといえる。

あり，また，読書および緩慢な作業を主とした長

時間使用に重点を置いた場合Ⅲ差尺は座高の1／３

倍の値となっている｡学校用家具のＪＩＳ規格では．

この２つの中間値を採用して,差尺は座高のl／３

倍の値から１ｃｍを引いた数値になっている｡事務

用机のＪＩＳ規格では,高さが70ｃｍと67ｃｍの２種類

が決められているが，これは成人男子と成人女子

にそれぞれ適した机の値となっている。事務用机

のＪＩＳ規格で決められているこれらの机の高さ

は．学校用の机の２号サイズと３号サイズにそれ

ぞれ相当しており，一般のオフィスで使われてい

る机の高さは，学校用家具の２号サイズと同じ高

さになっている｡今回の実験の事前調査において，

児童がそれまで使用していた机の高さの95％が２

号サイズであったこと，また，差尺を段階的に変

化させていく中で机の高さを全員２号サイズに揃

えたときに，意識や疲労の面からプラスのよい反

応が児童から得られたことから，大人社会で成人

が使用しているサイズの家具に子どもたちが慣れ

て適応しているために，このサイズに対しての反

応が良かったとも考えられる。我が国では従来か

ら，机は高い方が背筋が伸び姿勢が良くなると信

じられてきたことがあるが．それはまったく根拠

のない誤解であり，机が高すぎると目・肩・足の

ふくらはぎに疲労を感じることは既に実験IC）に

３．８差尺についての－考察

学校用家具としての机・椅子のＪＩＳ規格を決め

る際に，基になった差尺に関する実験結果'０)で

は．筆記作業の能率に重点をおいた場合，差尺は

座高のI／３倍の値から２～３ｃｍを引いた数値で
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分低く設定した場合に，上述の評価項目すべてに

おいて最も悪いマイナスの反応を示した。

（３）ＪＩＳ規格による適正値の机の高さは低いとい

う評価が多く，姿勢が悪くなったという意識の変

化や背筋に疲労を感じたという疲労部位の変化か

らもそのことがうかがえる。ＪＩＳ規格で示す机の

高さの適正値よりも，より高い机の高さ，換言す

れば，差尺の適正値よりも，より大きい差尺値を

子どもたちは希望していた。

よって確かめられている。すなわち，明らかに大

人サイズの家具は，子どもたちにとって大きすぎ

るのである。このように，大人社会の家具のサイ

ズに子どもたちが適応してくれていることで，今

回の実験結果のように適正値よりも高めの机・椅

子を望んでいることになった可能性もあり，今後

の検証が必要である。差尺は，本来は座位基準点

から肘の高さまでの距離で決めるべき値である

が．その計測誤差が大きいことから一般化するこ

とが難しい]０．１２)。しかし，それをもって，大人の

サイズの家具を心身共に発達中の子どもたちにそ

のまま使わせてよいという理由にはならない。子

どもたちの体形の変化や学習形態の多様化に合わ

せて，子どもたち１人ひとりの身体に合った使い

勝手のよい机・椅子の寸法体系をつくっていく必

要があり，それが適切に使用されるように家具設

計者，行政側，学校関係者，保護者等が心を配る

必要がある。さらに，学習者自身が，早い段階で

自分に合った家具を選び取り、自分に合うように

設定できる能力を身につける必要がある。
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